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A Study on the Images and Expectations of Environmental Studies. 
 
 


































* 工学部教授 (環境システム学科） 受理日 :(2019 年 11 月 14 日 )













首都圏に所在する東京都内の私立大学で環境学を専攻する大学１年生 70 名（男性 48 名、
女性 22 名）とした。 
 
調査方法： 









































項目として、「異性にもてる」が 2.9%、「お金持ちになれる」が 4.3%であった。 
 
 





暖化」の 74.3% で、次いで、選択率が高い項目として「森林」が 67.1% 、「資源・エネル




環境学は未来的である 62.9 持続可能な未来を実現する 84.3
環境学は難しい 50.0 実社会で役立つ 60.0
環境学は理系的な要素が強い 44.3 世界を幸せにする 52.9
環境学は先進的である 38.6 将来性がある 52.9
環境学は実践的である 35.7 世界の平和に貢献する 47.1
環境学は楽しい 34.3 ⾃分を成⻑させる 31.4
環境学は曖昧としていて、つかみどころがない 18.6 地域経済の活性化に役立つ 21.4
環境学は客観的である 14.3 就職に有利である 12.9
環境学は文系的な要素が強い 7.1 教育場面で役立つ 11.4
環境学は堅い 5.7 超高齢化社会の解決に役立つ 10.0
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